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日
本
列
島
に
住
む
人
々
の
死
生
観
・
人
間
観
・
宗
教
観
は
、
中
世
か
ら
近
世
へ
と
移
行
す
る
中
で
大
き
く
変
貌
し
た
。
そ
の
時

期
は
お
よ
そ
十
五
世
紀
後
半
か
ら
十
七
世
紀
前
半
で
、
応
仁
の
乱
に
は
じ
ま
る
大
名
に
よ
る
分
国
統
治
の
時
代
か
ら
豊
臣
秀
吉
の

天
下
統
一
を
経
て
徳
川
氏
の
幕
藩
体
制
の
確
立
期
に
相
当
す
る
。
こ
の
移
行
期
の
政
治
・
社
会
・
経
済
・
対
外
関
係
の
変
化
に
つ

い
て
は
、
歴
史
学
で
は
厚
い
研
究
蓄
積
を
持
つ
が
、
思
想
史
研
究
の
分
野
で
そ
の
時
期
の
意
義
に
つ
い
て
十
分
に
追
究
さ
れ
て
き

た
と
は
言
い
が
た
い
。
そ
の
大
き
な
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
中
世
と
近
世
で
は
研
究
者
集
団
が
異
な
っ
て
い
た
た
め
、
狭
間
に
あ
る

こ
の
時
期
の
研
究
が
手
薄
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

文
学
・
文
芸
研
究
に
お
い
て
も
、
こ
の
時
期
は
重
要
な
文
芸
作
品
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
前
後
の
時
代
と
比
べ
て
等
閑
視

さ
れ
る
き
ら
い
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
そ
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
先
駆
的
に
は
林
屋
辰
三
郎
が
一
九

五
三
年
に
「
寛
永
文
化
論
」（『
中
世
文
化
の
基
調
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
九
年
）
を
発
表
、
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
〜
四
四
）
の
文

化
を
以
て
「
日
本
中
世
の
創
造
的
文
化
の
終
点
で
あ
る
と
同
時
に
、
伝
統
的
文
化
の
起
源
で
あ
る
」
と
提
言
し
た
。
こ
れ
を
承

け
て
熊
倉
功
夫
は
『
寛
永
文
化
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
）
に
お
い
て
具
体
的
に
展
開
し
て
み
せ
た
。
ち
か
ご
ろ
で
は
、

鈴
木
健
一
が
「
十
七
世
紀
の
文
学

─
そ
の
多
様
性
」（『
文
学
』
二
〇
一
〇
年
四
月
）
の
中
で
、
慶
長
か
ら
寛
永
年
間
ま
で
に
範
囲
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を
拡
げ
て
、
中
世
文
化
が
近
世
文
化
へ
と
切
り
替
わ
る
時
期
と
主
張
し
た
。
鈴
木
は
さ
ら
に
、
編
著
『
形
成
さ
れ
る
教
養

─
十

七
世
紀
日
本
の
〈
知
〉』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
を
上
梓
し
、
十
七
世
紀
の
文
芸
・
学
問
史
的
意
義
を
追
究
し
た
。

　

十
六
世
紀
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
二
年
刊
行
の
『
文
学
』（
岩
波
書
店
）
誌
上
に
お
い
て
「
特
集
＝
十
六
世
紀
の
文
学
」
が
編
ま

れ
た
。
そ
の
中
で
編
者
の
小
峯
和
明
は
、
冒
頭
の
辞
の
な
か
で
、
十
六
世
紀
は
後
世
の
カ
ノ
ン
に
な
り
得
る
よ
う
な
作
品
を
生
み

出
さ
な
か
っ
た
も
の
の
、
あ
ら
た
な
文
学
の
叢
生
を
も
た
ら
し
た
時
代
だ
っ
た
と
し
、
特
徴
と
し
て
以
下
の
八
つ
を
挙
げ
た
。
①

歴
史
叙
述
の
更
新
（
軍
記
・
戦
記
の
叢
生
と
『
平
家
物
語
』『
太
平
記
』
の
カ
ノ
ン
化
）、
②
知
識
人
の
地
方
下
向
に
よ
る
文
化
の
多
極
化
、

③
キ
リ
ス
ト
教
を
中
心
と
す
る
西
洋
文
化
と
の
接
触
、
い
っ
ぽ
う
世
界
に
お
け
る
日
本
の
〈
発
見
〉、
④
キ
リ
ス
ト
教
を
含
む
宗

教
文
化
の
多
様
化
（
鎌
倉
仏
教
の
権
門
化
・
巨
大
化
、
神
道
の
独
立
、
宗
論
の
激
化
、
教
え
の
俗
化
・
大
衆
化
）、
⑤
古
典
学
（『
古
今
』『
伊
勢
』

『
源
氏
』）
の
隆
盛
、
⑥
物
語
・
語
り
物
・
芸
能
（
能
・
幸
若
舞
・
古
浄
瑠
璃
・
説
経
節
）
の
隆
盛
、
⑦
メ
デ
ィ
ア
（
出
版
文
化
）
と
イ
メ
ー

ジ
（
参
詣
曼
荼
羅
・
観
心
十
界
曼
荼
羅
の
よ
う
な
大
画
面
図
像
）
の
変
革
、
⑧
東
ア
ジ
ア
と
の
交
流
（
対
外
交
易
の
拡
大
と
侵
略
戦
争
）、
で
あ

る
。

　

十
六
世
紀
を
中
心
と
し
た
室
町
時
代
文
芸
に
つ
い
て
は
、
近
年
古
典
注
釈
・
漢
文
学
・
芸
能
史
な
ど
の
方
面
か
ら
多
く
の
研

究
が
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
（
小
川
剛
生
、
堀
川
貴
司
、
鈴
木
元
、
小
林
健
二
等
）。
こ
れ
は
日
本
史
学
に
お
け
る
室
町
時
代
研
究
の
進
展

と
も
連
動
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
諸
分
野
に
お
け
る
研
究
成
果
を
も
と
に
し
て
、〈
知
〉
の
変
容
と
い
う
視
点
か
ら
室
町
か
ら
近

世
初
期
の
文
化
を
総
合
的
に
追
究
し
て
い
る
の
が
中
世
文
学
研
究
の
前
田
雅
之
で
あ
る
。
前
田
は
、『
中
世
の
学
芸
と
古
典
注
釈
』 

（
中
世
文
学
と
隣
接
諸
学
第
五
巻
、
竹
林
舎
、
二
〇
一
一
年
）、『
も
う
ひ
と
つ
の
古
典
知

─
前
近
代
の
知
の
可
能
性
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇

一
二
年
）
な
ど
で
、
中
世
か
ら
近
世
前
期
に
お
け
る
古
典
注
釈
、
漢
文
学
の
諸
相
を
横
断
す
る
編
著
を
公
刊
し
た
が
、
近
頃
室
町

時
代
の
〈
知
〉
の
包
括
的
に
俎
上
に
載
せ
る
こ
と
を
目
論
ん
だ
編
著
『
画
期
と
し
て
の
室
町

─
政
治
・
宗
教
・
古
典
学
』（
勉

誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
）
を
出
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
文
学
研
究
の
分
野
で
は
、
近
世
と
中
世
双
方
よ
り
、
移
行
期
で
あ
る
十
六
〜
十
七
世
紀
の
問
題
が
重
要
な
研
究
主

題
と
し
て
立
ち
現
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
こ
で
研
究
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
狭
義
の
〈
文
学
〉
で
は
な
い
。
学
問
・
思

想
・
宗
教
を
含
む
〈
文
事
〉
全
域
に
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
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3　中世から近世へ

　

今
回
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
と
し
て
、「
中
世
か
ら
近
世
へ
」
を
採
り
上
げ
た
の
は
、
日
本
思
想
史
学
に
お
い
て
も
、
こ

の
問
題
が
検
討
す
る
に
値
す
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
中
世
か
ら
近
世
に
移
行
す
る
中
で
、
日
本
人
の
心
性
が
ど
の
よ
う
に
変

化
し
た
か
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
変
ら
ず
に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
の
か
は
、
思
想
史
的
に
も
追
究
さ
れ
る
必
要
が

あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
中
世
の
思
想
史
研
究
者
と
近
世
の
そ
れ
と
で
は
、
共
通
の
土
俵
に
立
っ
て
考
え
る
こ
と
を
こ
れ
ま
で
余
り
し

て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
そ
れ
は
、
中
世
は
仏
教
、
近
世
は
儒
学
が
研
究
対
象
の
中
心
だ
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
近
年
中
世
儒
学
に
つ
い
て
は
、
古
典
学
や
漢
文
学
・
国
語
学
の
専
門
家
に
よ
る
研
究
が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
し
、
い
っ
ぽ

う
近
世
仏
教
に
つ
い
て
も
よ
う
や
く
光
が
当
た
り
は
じ
め
て
い
る
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
中
世
と
近
世
の
専
門
家
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
中
世
か
ら
近
世
へ
の
移
行
期
の
問
題
を

論
じ
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
い
る
。
発
表
者
は
、
前
田
雅
之
・
下
川
玲
子
・
齋
藤
公
太
の
三
氏
で
あ
る
。
前
田
氏
は
、
先
に
も
触

れ
た
よ
う
に
、
現
在
中
世
か
ら
近
世
へ
の
移
行
期
の
問
題
を
学
問
史
・
文
学
史
の
立
場
か
ら
先
導
し
て
い
る
方
で
あ
る
。
思
想
・

文
芸
に
ま
た
が
る
広
い
視
野
か
ら
、
こ
の
問
題
を
論
じ
て
い
た
だ
け
る
と
思
う
。
下
川
氏
は
『
北
畠
親
房
の
儒
学
』（
ぺ
り
か
ん
社
、

二
〇
〇
一
年
）
に
お
い
て
、
中
世
儒
学
の
問
題
を
論
じ
、
近
年
で
も
『
朱
子
学
的
普
遍
と
東
ア
ジ
ア

─
日
本
・
朝
鮮
・
現
代
』

（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
一
年
）
等
で
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
朱
子
学
の
問
題
を
追
究
さ
れ
て
い
る
。
中
世
儒
学
と
近
世
儒
学

の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
す
る
。
ま
た
、
齋
藤
氏
は
、
ち
か
ご
ろ
『「
神
国
」
の
正
統
論

─
『
神
皇
正

統
記
』
受
容
の
近
世
・
近
代
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
九
年
）
を
上
梓
し
た
新
進
で
あ
る
。
本
書
は
『
神
皇
正
統
記
』
と
い
う
中
世

に
成
っ
た
テ
ク
ス
ト
が
、
近
世
・
近
代
に
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
解
釈
さ
れ
た
か
を
論
じ
た
も
の
で
、
今
回
の
発
表
で
も
近
世
に

お
け
る
中
世
的
な
も
の
の
受
容
と
い
う
観
点
か
ら
、
中
世
か
ら
近
世
へ
の
転
換
を
論
じ
て
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。

　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
に
は
、
兵
藤
裕
己
、
ア
ン
ナ
・
ア
ン
ド
レ
ー
ワ
氏
を
お
願
い
し
て
い
る
。
兵
藤
氏
は
『
太
平
記
』
を
専
門

と
す
る
中
世
軍
記
研
究
者
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
〈
語
り
〉
や
王
権
や
共
同
体
の
問
題
な
ど
、
多
く
の
課
題
に
つ
い
て
論
じ

て
き
て
お
ら
れ
、
数
多
く
の
著
作
が
あ
る
。
今
回
も
各
発
表
を
も
と
に
あ
ら
た
な
問
題
提
起
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
思

う
。
ア
ン
ド
レ
ー
ワ
氏
は
、
海
外
に
お
け
る
日
本
中
世
の
神
仏
習
合
信
仰
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
研
究
者
の
お
ひ
と
り
で
、
二
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〇
一
七
年
に
は
三
輪
流
神
道
を
総
合
的
に
論
じ
た
大
著 A

ssem
bling Shinto: Buddhist A

pproaches to K
am

i W
orship 

in M
edieval Japan 

（H
arvard U

niversity A
sia Center

） 

を
上
梓
さ
れ
た
。
ま
た
、
東
ア
ジ
ア
の
胎
生
思
想
を
巡
る
論
考
を
集
め

た T
ransform

ing the V
oid: E

m
bryological D

iscourse and R
eproductive Im

agery in E
ast A

sian R
eligions 

（Brill, 

2015

） 

の
編
者
で
も
あ
る
。
宗
教
思
想
、
さ
ら
に
海
外
に
お
け
る
日
本
研
究
者
の
立
場
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
、
中
世
・
近
世
の
思
想
研
究
が
有
機
的
に
結
び
つ
き
、
さ
ら
に
現
在
進
行
し
て
い
る
他
分
野
の
成

果
を
思
想
史
的
問
題
と
し
て
引
き
込
ん
で
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

 

（
茨
城
大
学
教
授
）
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